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承認要件の項目 実態調査項目（案）
現行要件
との関係

調査対象とする観点

病床数 病床数 既存

医師数 既存

　うち医学生教育に携わっている医師の数 新 教育への投入量を把握する。（医療への実投入量を把握する。）

歯科医師数、薬剤師数、看護師数・准看護師数 既存

　うち専門医（歯科）数、専門薬剤師数、専門・認定看護師数 新 高度の医療を提供するため、より専門的な医療従事者が必要か。

　うち卒後５年以上の看護師数 新 高度の医療を提供するため、より経験を有する看護師が必要か。

助産師数 新 重症新生児を取り扱うことができる体制が必要か。

入院患者数、外来患者数、調剤数 既存

配置先別（手術室、ケアユニット、病棟）の薬剤師の数 新 リスクの高い部署に薬剤師を配置することが必要か。

手術室に配置されている看護師の数 新 リスクの高い部署に看護師を手厚く配置することが必要か。

　うち卒後５年以上の看護師数 新 リスクの高い部署により経験を有する看護師を手厚く配置することが必要か。

構造設備基準 集中治療室、無菌病室、医薬品情報管理室の有無 既存

NICUの有無 新 先天性疾患を取り扱うことができる体制が必要か。

諸記録の管理 管理責任者の有無 既存

患者個人情報保護の規定の有無、患者個人情報保護推進のための組織体制の有無 新 多数の患者を取り扱う病院として、個人情報の漏洩を防ぐための体制を問うことが必要か。

先進医療の件数 先進医療（２項、３項）の件数（過去３年間） 既存

特定疾患治療研究事業の対象者数 特定疾患治療研究事業の対象者数 既存

標榜診療科目 既存

診療科ごとの患者数 新 診療実績を問うことが必要か。

診療科ごとの専門医の数 新 高度の医療を提供するため、各診療科に専門医が必要か。

臨床検査及び病理診断の体制 剖検数、臨床病理検討会（CPC）の開催回数 新 病理の実績を問うことが必要か。

入院基本料の看護配置の状況、重症度・看護必要度の基準を満たす患者の割合 新 重症患者を取り扱っている実績を問うことが必要か。

外保連試案手術件数（Ｄ、Ｅランク）、麻酔管理料算定回数 新 重症患者を取り扱っている実績を問うことが必要か。

紹介患者の数 既存

　紹介元医療機関別の内訳 新 最後の拠り所として、紹介元は比較的大規模な医療機関が多いことが望ましいか。

逆紹介患者の数 既存

初診の患者の数 既存

救急搬送患者の数 既存

総合診療部門の有無、機能（未診断、複数科対応） 新 複数の診療科による連携が必要か。

退院調整加算の算定回数 新 最後の拠り所としての機能を発揮するため、退院調整を積極的に行うことが必要か。

責任者の配置 専任者の有無 既存

責任者が専従者か否か 既存

責任者の職種 既存

安全管理部門の設置 安全管理部門の有無 既存

安全管理部門における専従の職員の人数 新 安全管理対策をより重視することが必要か。

相談体制の確保 相談窓口の有無 既存

安全管理指針の整備 安全管理指針の定期的な見直しの有無 新 安全管理実施状況を確認することが必要か。

安全管理委員会の開催 安全管理委員会の開催数 新 安全管理実施状況を確認することが必要か。

安全管理職員研修の実施 安全管理職員研修の実施回数 新 安全管理実施状況を確認することが必要か。

事故後の改善方針の有無 既存

医療事故情報報告システム登録の有無 既存

　（登録有りの場合）報告数 新 事故後の報告実績を問うことが必要か。

　（登録無しの場合）同様の事故分析のレポート数 新 事故後の報告実績を問うことが必要か。

院内事故調査委員会の有無 新 安全管理（事故後の体制）をより重視することが必要か。

責任者の配置 専任者の有無 既存

責任者が専従者か否か 新 院内感染対策をより重視することが必要か。

責任者の職種 既存

院内感染対策指針の策定 院内感染対策指針の定期的な見直しの有無 新 院内感染対策実施状況を確認することが必要か。

院内感染対策委員会の開催 院内感染対策委員会の開催数 新 院内感染対策実施状況を確認することが必要か。

院内感染対策職員研修の実施 院内感染対策職員研修の実施回数 新 院内感染対策実施状況を確認することが必要か。

院内感染発生後の改善方策 院内感染発生後の改善方針の有無 新 院内感染対策をより重視することが必要か。
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安全使用の責任者の配置 責任者が専従者か否か 新 医薬品管理をより重視することが必要か。

責任者の職種 既存

安全使用職員研修の実施 安全使用職員研修の実施回数 新 医薬品管理状況を確認することが必要か。

安全使用業務手順書の作成及び業務の実施 安全仕様業務手順書の定期的な見直しの有無 既存

安全使用の改善方策 安全使用の改善方針の有無 新 医薬品管理をより重視することが必要か。

安全使用の責任者の配置 責任者が専従者か否か 新 医療機器管理をより重視することが必要か。

責任者の職種 既存

安全使用職員研修の実施 安全使用職員研修の実施回数 新 医療機器管理状況を確認することが必要か。

保守点検計画策定と点検 臨床工学技士数、臨床工学技士が点検する医療機器の件数 新 医療機器管理状況を確認することが必要か。

安全使用の改善方策 安全使用の改善方針の有無 新 医療機器管理をより重視することが必要か。

発表論文数（英文・和文） 新 論文の内容を問うことが必要か。

　掲載先雑誌のインパクトファクター値 新 論文の内容を問うことが必要か。

治験課題数、治験の参加人数（患者数） 新 治験に積極的に参加していることが必要か。

治験及び臨床研究の実施体制 新 治験及び臨床研究の実施体制を問うことが必要か。

研修医数（初期臨床研修を修了した医師に対する専門的な研修） 既存

　卒後6年以上の研修医数 新 より専門的な研修を行っていることが必要か。

診療科ごとの指導医の数 新 各診療科に高度の医療提供に関する指導体制が必要か。

看護職員の臨床実践能力強化のためのプログラムの有無（新人看護職員研修は除く。） 新 看護師について高度の医療提供に関する研修の有無を問うことが必要か。

後発医薬品の使用割合（数量ベース） 新 可能な限り医療費の節約に努めていることが必要か。

オーファンドラッグ（希少疾病用医薬品）の処方件数 新 特殊な疾病を取り扱っている実績を問うことが必要か。

医療計画における位置づけ 新 地域（県単位）における役割を問うことが必要か。
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